
分
布
樹
,世
襲
げ
て
祝
明
し
禍
は
染
し
き
熔
岩
-鈍
乱
石
及
鮮
‖省
石
筍
り

相
異
の
帆捌
収
か
附
1､
〇

六
'
問
敬
鬼
-
宮
城
螺
鬼
骨
吹
上
陶
枕
槌
か
説
き
其
の
他
の
開
放
鬼
u

し
て
熟
渦
.
長
野
倣
地
へ阿
版
付
し
及
新
約
願
朔
頼
(問
版
付
)
か
和
介

す
〇

七

､
授
蝕
に
踊
す
る
現
象

-
宮
崎
雌
比
内
柑
相
の
尾
の
況
肺
岩
中
の
剛

火
ね
こ
個
の
問
版
で
訊

明
で
｡

八
J.
火
山
岩
の
節
理
-
横
枠
の
七
ツL
盆
(固
版
).
芥
腿
の
大
円

(同
版

付
)
'
但
馬
玄
武
洞
､
伊
豆
の
石

苑
安
山
岩
P
山
口
撤
有
様
決
り
斑

岩
斑
の
節
理
(樹
版
付
〕在
察
ぐ
｡
就
中
七
夕
蟹
の
阿
版
は
珍
ら
し
-

肝
明
光
も
の
で
み
ろ
.

以
上
の
如
-
に
し
て
本
番
魂
に
地
域
の
部
は

7
般
人
士
な
し
て
著
し
ro

地
質

物
現
象
和
知
絡
さ
せ
る
に
役
立
つ
も
の
で
あ
る
0
(N
)

rrl〓JJ〓iItlLJt〓ILJBl〓
1L
l-〓〓〓(]Jr〓〓

現

職

〓〓〓ここ〓〓〓〓〓〓
〓

〓〓〓〓〓〓〓〓〓l

O
外
敦
の
交
通
路

蒙
古
は
人
民
の
大
多
数
泣
牧
故
紙
か
轡

か
定

住
ぜ
ざ
る
亡

､
地
組
的
LI
施
行
容
易
な
れ
ば
栽
路
は
費
連
せ
ず
t
rJれ

.,,)共
生
嬰
な
る
も
の
左
の
如
し
.

]
.
庫
倫
よ
り
岡
張
衆
口
ま
で
約

i
千
鯨
星
.
零
馬
は
勿

論
自
動
革
む

組
サ
ー
最
妃
畑
倫
よ
り
平
地
泉
に
護
る
自
執
務
道
路
開

池
せ
り
O

二
.
掩
倫
よ
り
北
東
貿
城
に
重
り
鯨
轍
恰
光
臨
に
出
づ
ろ
も
り
､
三
官

軸

路

iハ
4
-棚抑
和
訳
o

以
上
の
二
線
は
柴
か
諦

i
の
幹
線
で
ー
三
四
十
園
盈
ご
寸1
に
露
人
の

放
･Lt｡
あ
り
､
自
動
蛍

の
惚
め
り
｡

三
､
鮮
倫
よ
=

妃
カ
サ
y
ぺ
イ
ス
に
寅
り
､
之
よ
:
満
州
艶
.
ハ
イ
ラ

ル
叉
は
肘
か
汐
ヤ
騨
_二
重

ろ
も
の
も
最
近
.1
開
け
i
lリ
､
錐
愉
サ

y

ベ
イ
ス
閥
三
八
〇
路
艶
､
同
地
よ
り
鮪
州
旦
･ま
で
同
じ
-
三
八
〇
務

監

~
こ
れ
叉
自

制
単
の
偵
め
り
O

四
ー
庫
倫
よ
り
四
五
〇
〇
感
艶
プ
ア
イ
ソ
rb

ヤ
ビ

に
達
し
t
fd
ら
に
四

官
立
十
露
盤
に
て

ツ
ワ
ヤ
ス
ダ
イ
に
至
り

､
猶
四
有
事
丁
路
艶
か
四

す
れ
ば

コ
デ
ー
に
泣
す
べ
-
'
罪
人
に
こ
れ
ね
チ
ユ
ヤ
街
泣
})
い
ふ

本
街
道
は
山
河
多
-
安
逸
凶
難
･,伽,棲
め
L
も
-
日
下
は
自
動
車
の
偵

あ
り
○

以
上
四
大
道
路
は
教
官
の
幹
械
で
あ
る
が
.
最
近
満
州
艶
庫
倫
問
､

庫
倫
及

n
プ
t
の
間
は
道
路
地
形
工
事
わ
行
ひ
其
吸
息
工
事
な
行
ふ

=
T]
ゝ
九･i
つ
i1
..
工
夫
の
大
部
分
は
鯨
岡

人
.5
滴
-
寸J
の
こ
亡
で
わ

る
0

自

動

革
の
野
市
に
現
は
れ
LL
の
は

山
九

7
0
年
頃
で
あ
る
が
荷
も
党

宥
め
れ
ば
何
桝
で
も
馳
せ
ろ
~
現
時
斑
期

日
執
事
に
左
の
隈
開

.1ニ
行

ほ
れ
て
ゐ
る
｡

山
.
産
億
､
ウ

エ
ル
フ
ネ
ウ
ヂ
ン

ス
ク

1
過
二
回

こ
､
慮
倫
娘
衆

口
閉
山
泡

山
回

旋
寄
越
質
は
大
約
走
の
如
し
.

満
州
艶
-
庫
倫
閉

7
0
0
0
露
見

一
人
六
〇
I
八

〇
元
.
施
倫

ウ
エ

ーレ
フ
ネ
サ
ヂ
ン
ス
ク
六
〇
〇
鉾
見
開
甘
元

17
l

七
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地

球

弟
七
懸

栄
首
に
汽
船
が
現
は
れ
た
り
は
二

九

三

年

コ
ソ
ゴ
小
柳
に
浮
ん

だ
小
汽
船
で
あ
る
1

7
九
二
六
年
以
後

7
'
か
か
ホ
ン
河
､
サ
ス
チ
~
キ
ヤ
ク
が
1
-
ツ
ス
チ
ハ

ヲ
･n
〃
閑

1

迎
二

回

~
七

月
十
日
航
行
開
始
｡

二
-
セ
レ
ン
が
河
･1
ス
ナ
'
キ
ヤ
ク
タ
､

-
エ
中
ソ
ゴ
か

河
口
問
･

f

池

7
回
.
同
上
十

五
日
開
始
｡

即
ち
セ
レ
ソ
か
河
の
水
道
わ
利
用
し
は
じ
め
i1
の
で
非
鋸
に
偵
利
に

な
っ
た
ら
し
い
｡

外
栄
は
砂
漠
の
あ
ち
ら
で
.
野
轡

だな
ぞ
1,
思
っ
て
ゐ
て
は
hf･{ら
拍
露

人

の
カ
で
風
鼠
は
日
々
に
開
け
て

ゆく
の
で
み
ろ
0

0

世

界

紡

績

鐸

劫

へ
五

二
六
年
七
月
未
)

昨
年
七
月
三
十

7

日
硯
雀
の
統
計
に
よ
れ
ば
粒
界
挽
緒
数
は

1
億
六
千
三
甘
七
十
二
些

二

千
錘
で
-
牛
年
以
前
望

月
現
衣
に
此
し
て
七
十
五
前

言

錘
在
増
加

し
て
朋
る
｡

日
本
は
申
年
間
に
k
.甘
四
十
四
蒔
七
千
錘
よ
り
.
瓦
官
五
十
七
警

手

讐

し
な
っ
て
'
十
二
撃

ハ
千
純
な
将
L
i1
･
虫
賓
閲
の
錘
数
は
走
り
如

し
0

英

間

食
衆
国

将

逸

慧
-71(火
~
OOO

芸
､賢
兄
､
GOO

T

ot
e(
0
.0
3

i
-g
H
.000

八
､空
0..O
O
O

碍

団

r
二
川山ハ､0
00

日

木

器L､慧
pJ1､
00C)

伊
永
別

は
.(
童
t
ooc)

放
射
蛸

三
､宗
八
to
o
o

支

那

王
､望
只
､
OOJ

僻
考

慮
閥
.F.･3.は
右

の
内
五
ー
二
八
九
1
0
0
0

錘

り
み
操
業
中
紡

続
開
,,
し
て
は
-
本
は
衆
だ
壮
界
罪
七
伸

で
あ
る
'1
す
ぎ
碓
･:
O

弟
二
舵

.毒

1

七
八

〇
米

国

の

蜜

中

飛

行

便

現
在
北
開
に
は

完

頚
中
飛
布
部
僧

綱
が
み
ろ
-
細
育
.
免
拷
問
の
大
陸
横
断
綿
二
六
六
五
睦
み
第

1
亡
し

親
晋
im
俄
iL
七
七
〇
僻
み
聴
聞
_こ
飛
行
す
る
ー
‥
れ
は
岡
皆
の
幹
線
で

教
皆
で
政
肝
,J契

約
の
下
に
や
つ
て
ゐ
ろ
も
り
は
左
の
如
-
で
も
tc･.

ガ
ス
･L
ソ
細
管
閥
t

L
八
五
唖
｡
市
俄
甘
セ
ソ
ー
ル
イ
ス
問
二
七
七

哩
t
シ
カ

ゴ
-
ダ
ラ
ス
閥
九
五
五
畦
.
タ
か
下

レ
_

キ
ー
｡
ス
ア
ン

セ
ル
ス
陶
五
八
九
哩
､
パ
ス
コ
､
立
か

n
関
空

1四
位
-
デ
J･
ロ
イ

ト
､
ク
リ
ア
ヲ
ソ
ド
間
九

叫
哩
~
デ
ー
ロ
イ
ト
､
市
俄
音
悶
二
七
八

哩
-
シ
ャ
下
ル
ー
ロ
ス
ア
ン
セ
ル
ス
開

山
〇
七
三
哩
-
シ
カ
ゴ
･
",

ネ
ア
ポ
>
ス
~
セ
y
･L
ポ
ー
か
間
三
八
四

哩
~
ア
rL
ヲ
y
タ
ー
マ
ヤ

"F閉
七
四
〇
畦
､
ク
'
-
ブ
ヲ
y
ド
.
i,
リ
,
バ
ル
ク
問

二

五
哩

チ
エ
ヤ
ノ
､
.プ
エ
ブ
Ll間
二
〇

〇
哩
､

シ
ャ
rl
･)
･

ゲ
イ
ク
.L
>

ヤ
間
七
八
哩
､
三

-
オ
か
ワ
ン
ス
ー
パ
イ

ロ
ブ
rl

タ
ウ
シ
間
八
〇

哩
､
七
ヲ
デ
か
J,
ヤ

ー
ノ
ー

フ

ォ

ー
ク
問
､
デ
,l
ロ
イ
,L
､

グ
ラ

ン

ド
ヲ
33
〆
問

一
四

〇
哩
､
ク
リ
ー
プ
ヲ
ン
ド
､
ル
イ
ス
ダ
イ
山
間
三

四
二
哩
O

以
上
は
iW
J
し
て
那
偵
物
の
み
ね
迎
接
す
る
'
叉
夏
季
の
笠
間
の
み
し

か
用
i1こ
立
il
ね
粗
度
で
あ
る
､
目
下
正
喜
将
来
に
放
て
完
成
す
べ
き
航

空
路
九
四
七
五
哩
の
中
二
〇
四

一
哩
の
大
陸
桟
断
線
に
は
航
空
燈
蜜
の

設
備
め
り
ー
三
十
哩
毎
に
着
陸
場
あ
り
､
ラ
ヂ
オ
信
舵
塔
昼

音

哩
ご

frJ
に
設
定
せ
ら
れ
ん
,,
し
て
ゐ
る
､
郵
便
税
額
は

7
オ

ン
ス
叉
廷

二
地

帯
の
所
で
八
仙
で
あ
る
か
ら
紙
背
か
ら
市
俄
音
ま
で
が
八

仙
チ
エ
ヤ
ノ

迄
が
十
六
仙
~
負
捲
迄
が
二
十
四
鏑
で
あ
る
.
裾
閥
は
市
俄
甘
-
勅
育

間
で

二
･g
ご
･J
に
十
仙
で
あ
る
ta



0
,.w
f
甥
軍
の
毛
皮

,7,ぺ
ー
丁
の
確
度
歓
呼
敢
確
賓
瀬
も
の
は

親
風
~
孤
朝
､
野
鬼
~
自
利

､
熊
l
絡
及
狐
で
も
ろ
｡

箔
猫
は
晋
は
ウ
ラ

ル山
よ
り
ペ
ー
>
ソ
少
鴨
に
禿
ろ
閥
の
補
所
の
森

林
に
盛
.1
棲
息

し
た
る
も
.
今
日
で
は
人

跡
永
別
の
地
に
の
み
璃
存
し

ま
1J
L
て
粍
澱
館
西
成
か
ら
出
ろ
就
中
勘
毅
加
が
生
産
地
で
中
島
の
ク

ロ
ノ
キ
地
力
が
天
然
の
繁
租
地
で
あ
る
｡
洋
風
に
雑
観
及
杉
屈
の
放
課

す
る
研
必
ず
照
鼠
私
見
ざ
る
七
-
､
東
部

の
魔
は
孤
昧
多
-
綿
毛
が
多

-
.
サ
ラ
か
の
鹿
は
択
色
で
.
ネ
か

チ
y
ス
ク
の
庵
は
択
骨
色
で
あ
る

狐
は
森
林
に
も
ス
テ
ッ
プ
tこ
も
座
し

シ
ベ
p

ア

鹿
は
欧
洲

魔
よ
り
も
大

き

い
J.
レ
ナ
河
地
方
の
ほ
探
策
色
で
カ
ム
チ
ャ
ツ
カ
塵
は
崎
赤
褐
色
で

あ
る
..

n
サ
ッ
ク
狐
は
其
竜
柔
軟
汲
暖
に
し
て
聯
褐
色
か
白
..
叉
は
黄

で
あ
る
､
:
れ
は
ス
テ
ッ
プ
に
住
む
.
又
北
梅
屋
は
密
葦
せ
る
白
色
の

毛
皮
で
稀
に
背
骨
白
色
で
あ
る
-
其
健
等
品
は

ソ
九
河
地
方
に
出
ろ
~

銀
狐
ま
い
ふ
の
が
叉
シ
(
-
ア
に
出
ろ
0

鬼
は
草
原
に
多

い
､

シ
ぺ

り
ア
塵
は
毛
が
~
漉

密
で
其
皮
も
亦
強

い,

最
展
な
る
は
四
郎
に
出
ろ
.
夷
郡
に
ーェ
放
上
の
鹿

鼠
皮
わ
持
す
外
に
ヤ

ク
ー
ジ
グ
の
朗
の
皮
､
ホ
ル
ナ
y
言

か
ら
山
科
鼠
の
鹿

が
出
&
･
‥

の

皮
は
桟
道
品
な
つ
-
ろ
ー二
都
合
が

よ

い
か
ら
笛
質
が
多

い
｡

8
第
四
や
五
回
文
部
省
地
理
観
本
試
験
筆
答
問
題

完

iE
十
五
年
十
二
月
十
七
日
執
行
)

て

地
球
の
舛
紺
に
関
す
る
領
収
訊
iiこ
つ
Jf,て
詑
ぜ
七

.

こ
"
欄
泉
の
柑
摘
む
挙
げ
炎
の
分
布
な
攻
定
ず
る
催
件

に
つ
niT,て
馳
せ

主

b
内
怖
流
域
に
つ
与
,て
其
の
分
布
､
及
び
成
田
か
糾
し
併
せ
て
其
の

:.鞭

･銀

1八次
に
.及
ぼ
す
払
W替
わ
芯
地
+(
よ
〇

四
､
71
TL
-
汐
-
ラ
ン
ド
私
闘
萌
し
其
の
白
紙
地
政
わ
め
肌
明
ぜ
よ
〇

五
1
7
か
プ
山
脈
械
噺
の
安
逸
終
わ
陶
示
し
説
明
ぜ
よ
｡

ir(

筑
紫
平
野
の
地
租
か
述
べ
よ
｡

七
P
次
の
帝
項
l1
つ
き
て
知
ろ
所
在
馳
せ
｡

(
イ
遠

来
(
口

)ケ
ニ
ヤ
(
K
en
y
a
)
(
こ

7

..JJ
h
イ
ー
ン
(A
b
e
rd
ee
h
)

(
ニ
)
ブ
ル
ー
ス
(D
u
iu
th
j
ハホjizh
t7
y
､
チ
ャ
三
G
l･a
n
C
h
a
ch
o
)

へ
ニ

ス
ワ
イ
ヤ
渦
潮
(
S
w
ire
d
eep
)(
-
)
机
界
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間

地
殻
平
衡
硯
と
山
脈
と
秀
滞
寸}
の
関
係

沓

先
金
に
地
殻
の
平
術
が
行
ほ
れ
て
ゐ
.d
探
さ
に
就
て
は

H
a
y
f

o
r･d
は
約
甘
二
十
粁
I
B
o
w
;e

ほ
約
官
粁
～1
い
び
畢
潜
.1
依
っ
て
意

見
に
多
少
の
相
漁
は
み

ろ
が
や
術
の
行
-ほ
れ
品
番
繁

に
閥
⊥
て
ほ
檎
ご

疑
ふ
も
り

は
稚
い
｡
射
-
サ
外
I
は

1
九
二
二
年
暮こ
ア
イ
リ
ス
タ
-

シ

I;
ミ
山
脈
､
海
流
亡
の

関
係
か

次
の
漁
り
にこ
述
べ
て
み
ろ
｡
ニ

今
ー
完
全
に
平
衡
が
保
た
れ
て
ゐ
る
.,}
J,VJは
'少
な
-
Jy}も

約
七
十
平

方
肝
の
表
面
積
和
布
で
る
地
穀
の
枕
か
考

へ
ろ
+)
.
大
陸
J
海
底
も
宵

粁
り
抹
所
_ニ
放
て
は
同
棲
り
魔
力
私
感
す
る
‥
Jj
J

bよ
る

へ
サ
イ
Ⅴ
ス

等
は
発
耐
磯
に
は
何
等
考
B;4
秒
及
ぼ
さ
な

い
が
肘
-

サ
ー
非
は
飴
り
小

浦
破
叱
l
ば
余
地
でJ･し
て
は
平
栂
が
保
iL
れ
て
ゐ
て
も
局
部
的
ii
は
不

同
が
あ
る
寸J
い
ふ
て
ゐ
る
)
然
ろ
に
､
地
栄
に
放
て
摺
蝕
.
践
搬
其
他

1塗

付=卜も
九


